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研 究

統合保育における保育カンファレンスの方法とその効果

一グループインタビュー法を用いた障害児の個別支i援計画作成に関して一

松井　剛太1），七木田　敦2）

〔論文要旨〕

　本論では，統合保育において障害児の個別支援計画を作成するにあたり，保育カンファレンスを活用

した。保育カンファレンスの方法としては，グループダイチミクスを生かすことを考え，グループイン

タビュー法を採用した。その結果，対象児やその保育に関する参加者相互の共通認識が生まれ，保育カ

ンファレンス参加者全員の意見が反映された支援計画の作成がなされた。また，統合保育においてグルー

プインタビュー法を用いた保育カンファレンスの活用には，保育カンファレンスの成立要件である「話

の具体性」を満たすことや幼児期から生涯にわたって異業種間の連携のもと，障害児の支援を行うツー

ルとしての可能性が示唆される結果となった。

Key　words＝統合保育，保育カンファレンスyグループインタビュー，障害児，個別支援計画

1．はじめに

　障害のある幼児と障害のない幼児とを一緒に

保育するいわゆる統合保育という形態が，多く

の保育所や幼稚園において実施されてきてい

る。統合保育の実施に関しては，障害児にとっ

て，健常児にとって，また，保育者にとって，

など多側面からその有用性が明らかにされてい

るユ）。しかし，統合保育の実践には困難がある

のも事実である。例えば，障害児の対応をする

際，担当の保育者がすべての責務を抱えて困窮

するといった事態がみられる2）。そういった中，

障害児への対応を関係者集団で支える体制づく

りが望まれている3）。

　近年，保育現場において，子どもの理解や保

育の方法を議論する場として，保育カンファレ

ンスが注目されている4）。これはもともと医学

や臨床心理学の分野で行われてきた「カンファ

レンス」を応用したもので，保育者を中心に子

どもの保育に携わる関係者によって実施されて

いる。その効果としては，多くの保育者と意見

交換できることによる子どもの理解の促進5），

保育活動や子どもに対する接し方の省察6）が指

摘されている。つまり，保育カンファレンスに

は，子どもの理解や支援の検討にあたり，グルー

プダイナミクスによる効果が期待できるといえ

よう。

　しかし，これまでの先行研究では保育カン

ファレンスの方法に関して具体的な提示がされ

ているものは少ない。保育カンファレンスの運

営については継続した実施の困難さや管理職の

優位性7＞など，まだまだ課題がある状態である。

　本研究では，保育カンファレンスの方法にグ

ループインタビュー法を採用した。グループイ

ンタビュー法はグループダイナミクスによって

質的に情報把握を行う科学的な方法論の一つと
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され，保健や医学の分野では，利用者の意見を

直接反映できる手法として注目されている8）。

　本論では，幼稚園で行われている保育カンフ

ァレンスの方法としてグループインタビュー法

を利用し，障害のある幼児の支援を検討した実

践事例を報告する。

皿．対象と方法

1）対象
　H市にあるF幼稚園の職員（副園長，教諭，

養護教諭）6名を対象に2003年4月から2004年

3月にわたって全14回のグループインタビュー

法による保育カンファレンスを行った。保育カ

ンファレンスの主題はF幼稚園にいる自閉症児

「A児に対する支援の計画と実践」とした。なお，

本稿では，対象児の入園後初めて実施された第

一回カンファレンスから，支援計画が完成した

第三回カンファレンスまでをとりあげる。これ

は，障害児の支援計画作成を行う過程が顕著に

示されていると考えたためである。

2）方　法

　各保育カンファレンスの目的を，①A児に関

　第一回保育カンファレンス（4／24）

　　　　　目的：情報の把握

分析：「できること」，「課題であること」

　　　　　　を明示する

1

第二回保育カンファレンス（5／15）

　　　目的：支援目標の設定

分析：「長期目標」，「短期目標」

　　　　　を設定する

・

　第三回保育カンファレンス（5！28）

　　　　目的：具体的支援の立案

分析：「いつ」，「だれが」，「どのように」

　　　　支援をするか決定する

図1　保育カンファレンスの流れ
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する情報の把握，②A児に対する支援目標の設

定，③A児に対する具体的支援の立案，と設定

し，以下の日程で保育カンファレンスを実施し

た（図1）。

　筆者はインタビュアー（司会）として参加し，

保育カンファレンスの日程や議題を調整する役

割を担った。また，事前の連絡事項，保育カン

ファレンスの結果を文書化して他の参加者に

メーリングリストで送付した。

3）分析
　グループインタビュー法の分析方法は多様で

あり，インタビュー内容の活用しだいでさまざ

まな分析方法が使用できるとされている8）。だ

が，基本的には，①記録（すべてのメンバーの

言語的表現非言語的表現を記録する），②一

次分析（記録の中から重要アイテムを描出す

る），③二次分析（重要アイテムから重要カテ

ゴリーに分類し，全体像をつくる）の手順に沿

って行われる。本研究では，各保育カンファレ

ンスにおける分析の視点を図1のように設定し

たうえで分析を進めた。

皿．結 果

　筆者が保育カンファレンスでの議論をすべて

ICレコーダーに録音し，それをもとに全発言

を書き出した。その後，議論の流れの中で意味

のある発言を「重要アイテム」（発言例参照）

として抜き出し，議論の内容をカテゴリー分け

して「重要カテゴリー」とした。以下，各保育

カンファレンスの分析から導き出された結果を

記す。

1）第一回保育カンファレンス（4／24）

　保育カンファレンスの目的は，A児のあらゆ

る情報を集約して，保育カンファレンスの参加

者がA児の「できること」，「課題であること」

について共通理解を持つことである。

　インタビュアーである筆者は，A児が「でき

ること」，「課題であること」を順に質問してい

った。結果，『身辺自立』，「遊びの様子』，『対

人関係』，『言葉』，『身体機能』の五項目にカテ

ゴリー分けされた。第一回保育カンファレンス

の結果は表1のとおりである。
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表1　第一回保育カンファレンスのまとめ

〈できること〉

・弁当の準備ができる（身辺自立）

・好きな遊びを集中して最後までやる（遊びの様

子）

・大人にクレーン行動で要求する（対人関係）

・言葉の理解はある程度できている（言葉）

・運動は全般的にどんな活動もできる（身体機能）

〈課題であること〉

・ルーチンワーク，排泄，食事の片づけを一人で

　するのが難しい（身辺自立）

・友達と一緒に遊ぶことはない（遊びの様子）

・A児から他者に話しかける，言葉を発すること

　をしない（言葉）

紙に記述してもらうこととし，その後，KJ法9）

の要領でカテゴリーに分類した。結果，まず八

つの小カテゴリーが成立し，それらをさらに，

①生活の自立，②友達関係の充実，③言葉の理

解・表出の三つの大カテゴリーに分類した。そ

の後，巨大カテゴリーについて話し合いを実施

し，短期目標・長期目標の精査がなされた。第

二回保育カンファレンスの結果は表2のとおり

である。

〈発言例＝生活の自立に関して〉

　「ルーチンワークを一人でやるのはまだまだ

早い」，「（ルーチンワークは）保育者が付き添っ

て指示すればいい，そうすれば言語理解の方に

も通じる」

〈発言例＝身辺自立に関して〉

　「ルーチンワーク（登園直後に行う，靴の着脱，

連絡帳にシールをはる，自分のタオルをかける，

かばんをしまうという一連の行動）は保育者が

付き添ったらやるが義務感はなさそう」，「排泄

のとき，下着がひざまで降りない」，「弁当（食

事）準備は一人でできるけど，片づけばやらな

い」

2）第二回保育カンファレンス（5115）

　保育カンファレンスの目的は，第一回の保育

カンファレンスで得た情報をもとに，対象児の

短期目標と長期目標を設定することである。

　インタビュアーである筆者は，前回の保育カ

ンファレンスの結果をふまえて，具体的にA児

の短期目標を挙げるよう質問した。参加者の回

答は口頭ではなく，10分間で可能な限りメモ用

表2　第二回保育カンファレンスのまとめ

表3　第三回目保育カンファレンスのまとめ

①あいさつできる

「いつ」…登園，降園

「だれが」…全保育者，機会があれば友達

「どのように」…

・正対して「おはよう」，「さよなら」を言う。A

　児と正対するために，①A児の名前を呼ぶ，②

　保育者から視線を合わせる，という二つを使用

　する。①でダメなら②で支援する。

・友達との間でも，先生が促進者となって支援す

　る。

目標の柱：①生活の自立

　　　　②友達関係の充実

　　　　③言葉の理解・表出

②他者と手をつなぐ

「いつ」…機会があれば。特に集団活動

「だれが」…担任，副担任を中心に

「どのように」…

・A児と先生　⇒　A児と先生と友達⇒　A児

　と友達というステップで進める。集団活動では，

　散歩で手をつなげるので，散歩で友達と二人組，

　「かごめかごめ」，「はないちもんめ」などの遊び

　では先生と友達とA児の三人組ができるように

　支援する。

長期目標：①朝のルーチンワークを一人でできる

　　　　②他者に意識を向ける

　　　　③言語指示を受け入れ，行動する

短期目標：①あいさつできる

　　　　②他者と手をつなぐ

　　　　③ルーチンワークを先生の支援を受け

　　　　　　てできる

③ルーチンワークを先生の支援を受けてできる

「いつ」…登園直後

「だれが」…担任，副担任

「どのように」…

・指差しと声かけ⇒声かけのみ⇒何もい
　わずに付き添う，というステップで，徐々に支

　援を減らしてかかわりを持っていく。

・シールはりは，シールをはる位置とカレンダー

　の数字とが合わせて見えるように声かけ・指さ

　しをして支援する。
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3）第三回保育カンファレンス（5128）

　保育カンファレンスの目的は，第二回の保育

カンファレンスで決定した短期目標に対する保

育方法の検討を行うことである。具体的には，

「いつ」，「だれが」，「どのように」支援をする

かを決定する。

　インタビュアーである筆者は，各短期目標に

対して，どのような形での支援が可能であるか

質問した。そして，議論の展開に合わせて，「い

つ」，「だれが」，についても回答を促した。質

問に対して，参加者は事例をあげて回答した。

第三回保育カンファレンスの結果は表3のとお

りである。

〈発言例：目標「あいさつできる」に関して〉

　「向き合えば，保育者とのあいさつはほとん

どする」，「本児の視線に移動すると目は合うが，

あいさつはしてくれなかった」，「友達とはしな

い」

　以上の保育カンファレンスの結果をまとめ，

支援計画一覧表を作成した（表4）。

N．考 察

1）保育カンファレンスの有用性について

　本研究では，統合保育において障害児の支援

計画を作成する際に保育カンファレンスを活用

した。結果，障害児の担当保育者だけでなく，

園内のすべての保育者がかかわった支援計画の

作成を可能にした。

　保育の実施に移行した後も，保育カンファレ

ンスの対象であるA児に関してすべての保育者

が共通認識を持ち，保育者相互にも一貫した保

育を実施する様子がみられた。そうして園内の

保育環境が整った結果，保育を受けるA児にも

変化がみられ，保育目標を順調に達成していっ

た。

　障害者への支援は，幼児期から生涯にわたっ

て継続的に一貫性をもって行うことが明示さ

れ，一人ひとりの子どもを支援するシステムの

構築が図られているll）。つまり，教育や医療等

の専門家，保護者を含めた関係者による異業種

間連携（横の糸）や幼保・小・中・高等学校に

よる学校間連携（縦の糸）を密接に行い，子ど

もを中心に据えたネットワークの拡大が期待さ

れているといえよう。幼児期においては，その

小児保健研究

土台づくりを行う重要な時期であると考える

（図2）。

　保育カンファレンスは参加者の経験や特性に

よる多様な見方をつき合わせる場として機能す

るものである5）。つまり，幼児期における保育

カンファレンスの定着は，その後の障害児・者

の人生を取り巻く環境において，関係者を相互

につなぐ架け橋の基盤となる可能性があると思

われる。

2）　グループインタビュー法の可能性について

　グループインタビュー法には，メンバーを主

体とした質的な情報把握ができる，という特徴

がある8）。この特徴は本研究においても確認さ

れ，対象児の情報を質的にとらえることにより，

具体的に保育実践に生かせる支援計画の作成が

可能となった。

　保育カンファレンスの成立には，「話の具体

性」，「実践との循環性」，「発言の対等性」が必

要であるとされる10）。例えば，司会進行の仕方

によっては，目的が明確になされないことで参

加者の意欲が低下し，雑談として保育カンファ

レンスが終了してしまう場合もある。筆者は対

象児の支援計画を立案する際，対象児の担任だ

けでなく，すべての保育者が支援の実行者にな

ることを意図し，グループインタビュー法を採

用した。グループインタビュー法では，保育カ

ンファレンスの開始時に目的を明確に具体的に

提示する。本研究においても，各カンファレン

スの開始時に表を提示し（例：表4），それを

完成させるために議論を進めることを説明し

た。結果，保育カンファレンスの目的が明確化

され，参加者の意欲向上により，活発な意見交

換がなされたと考えられる。これは，グループ

インタビュー法が「話の具体性」を成立させる

のに有効であり，複数の参加者からの意見を集

約するのに適した方法であるためであろう。

　しかし，本論においては，残りの「実践との

循環性」，「発言の対等性」については検討が十

分ではない。今後は，対象児の障害特性や小学

校への接続等も考慮して，保育カンファレンス

と支援計画の活用について検討する必要があ

る。
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表4　A児の支援計画一覧表

子どもの名前 A児 所属クラス 年中

目標の柱：①生活の自立 一学期の目標 （長期目標）：①朝のルーチンワークを一人でできる

②友達関係の充実 ②他者に意識を向ける

③言葉の理解・表出 ③言語指示を受け入れ， 行動する

日々の活動

短期目標 登園 遊び 集団活動 食事（おやつ） 降園

①あいさつでき 正対して「おは 正対して「さよ
る（②） よう」を言う。 なら」を言う。

正対するとき， A児と正対する

①A児の名前を とき，①A児の
呼ぶ，②保育者 名前を呼ぶ，②

から視線を合わ 保育者から視線

せる，という二 を合わせる，と

つを使用する。 いう二つを使用

①でダメなら② する。①でダメ

で支援する。 なら②で支援す
る。

②他者と手をつ 状況に応じて ・「かごめかご A児と先生⇒ 状況に応じて 状況に応じて
なぐ（②） め」， 「はない A児と先生と友

ちもんめ」な 達⇒A児と友達
どの機会に応 というステップ

じて先生と友 で進める。集団

達とA児の三 活動では，散歩

人組ができる で手をつなげる
よう に支援す ので，散歩で友
る。 達と二人組，「か

●手遊び等の機 こめかごめ」，

会を作り，遊 「はないちもん

びを通してス め」などの遊び

キンシップに では先生と友達

慣れていくよ とA児の三人組
う支援する。 ができるように

支援する。

③ルーチンワー ・指差しと声か

クを先生の支 け⇒声かけ
援を受けてで のみ⇒何も
きる（①．③） いわずに付き

添う，という

ように徐々に

支援を減ら
す。

・シールはり
は，シールを

はる位置とカ

レンダーの数

字とが合わせ

て見えるよう

に声かけ・指

さしをして支
害する。

〈※短期目標内の（）は長期目標の対応番号〉
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事前情報の把握 ＜コ田
保護者から

家，地域社会での様子

教育関係者から

療育の結果や様子

障害に関するレクチャー

医療関係者から
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小学校への接続

（iiiii　ii］

all 全関係者による情報伝達会議の実施

　保育カンファレンスの情報伝達

図2　統合保育における障害児支援の手順
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